
フランス革命期の⋤族・貴族への眼差しの変化  

̿̿私生活とᨻ治的批判̿̿ 

 

㕥 木 ⌫ 子 

 
 
  キーワード： フランス革命 世論 ルイ 16 世 マリー㸻アントワネット  
 
はじめに 

  

 フランス革命ຨ発┤後の 1790 年に、エドマンド・バーࢡは『フランス革命について

の省察』を出版する。革命に対して㎞口の考察をするこの書物の中で、彼は貴族階級

や⪷職者たちへの攻撃について、次のように㏙べている。「この革命を᧦ㆤする連中は、

自分たちの旧来のᨻᗓの悪徳の㄂ᙇだけでは満足せず（␎）、彼らの国の貴族と⪷職者

の階級を恐怖の的として描き出すことで、今や祖国のྡ声そのものへの攻撃に及ぶ 1」。

「貴族階級へのこの✀の⃭Ⅿな非難の声を、私は⣧然たる作りものだと᩿言する 2」。 
バーࢡの指᦬通り、当時の世論はかつてのアンシャン・レࢪー࣒の権力者たちに対

する៮悪の念を決して㞃そうとはしなかったし、それが正しいことであるともㄆ識し

ていた。Ἑ野೺二はフランス革命を「民⾗の革命」と呼び、「フランスにおけるᨻ治㜚

தがあからさまな階級㜚தとしてᒎ開された 3」と㏙べる。当時のフランスにおける

世論がとりわけᵕ玉に挙げたのが、マリー㸻アントワネットであった。しかし、彼女

や夫、その取巻きたちに対する批判は、初めから明☜にᨻ治的意ᅗを持って表明され

たものではなく、彼らの私生活の暴㟢や中യを主としていた。特に性的なෆᐜをྵむ

ものは、ゴシップとして世を㈰わせた。だが、ᐑᘐでの私生活の஘れの暴㟢は、次第

に道徳的非難の様相をᖏびるようになり、体制のᔂቯにᢿ車をかけていく。マリー㸻

アントワネットの私生活における性的な側面に対する攻撃は、革命ᨻᗓが彼女を᩿⨥

する際にも大きな影響を及ぼしており、実のᜥ子との㛵ಀを⿢判で問いただされるほ

どであった。 
ルイ 15 世の公጖࣏ンパドࢗール夫人は、「我がஸき後は大ὥ水」といったとされて

いる。本論文では、༑八世⣖前半から革命後にかけての幾つかの文章（文学作品や中

യパンフレット等）を読解・分ᯒして、まさに「大ὥ水」のように体制がᔂれていく

中で、権力者たちに対する批判的文章の書き手たちの視線がどのように変化していっ

たのかを明らかにしていく。 
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１．ᶒຊとᩥ❶ 
 

⋤族や貴族など、権力を᭷する人々に対する中യが行われたのは、決してフランス

革命期だけのことではない。ロバート・ダーントンは『⚗じられたベストࢭラー』に

おいて、ルネサンスにまで㐳って、「大物（les grands）として知られるྡ士たち 4」に

対する中യ文、つまりྡ㄃Რᦆ的攻撃の例を♧している。貴族同士のᨻ治パフ࢛ーマ

ンス的な口撃や、民⾗の間での道化Ⱚ居を通じた批判や街頭₇説など、その✀㢮は様々

であった。活版༳ๅ⾡の発明以降は、༳ๅ物のቑຍ、特に新聞のㄌ生がこの状ἣをさ

らにಁ進させた。ダーントンはだが、次のようにも㏙べている。「༑භ世⣖と༑七世⣖

に『大物』についての下品な言葉をたくさん発᥀できるにしても、本としてまとまっ

た、༑八世⣖のベストࢭラー中യ文にẚ㍑できるものはなにもない 5」。 
ところで、このような中യ文は規制されることはなかったのだろうか？ むろん、

書物の᳨㜀や㜀ぴ・所持の⚗止は、書物の歴史上、㢖⦾に行われてきた。写本の生産

が修道院ෆで行われていた中世には、その┘視の任をㄳけ㈇っていたのは主にカトリ

ッࢡ教会やパリ大学の⚄学部であった。活字本が出版されるようになると、より出回

るようになった書物は発言力を強めていった。二ᐑ素子は「フランス⤯対⋤ᨻ下の書

物と᳨㜀 6」において、出版統制の権限が、教会から国⋤の手に移行する過⛬を解説

している。それによれば、༳ๅ⾡のフランス導入から革命へと⮳る 300 年あまりの統

制の歴史は、１）中世以来の教会の出版統制権が౫然強かった時代、２）⋤権が出版

統制権を手中に཰めていく時代、３）ルイ 14 世の死去以降の、出版統制の事実上のᘱ

緩の時代、の三つの時期に分けることができるという。 
この第二期の後半にあたるルイ 14 世の治世は、言論⏺への統制が強く行われた時

期であった。フロンドの஘ຨ発時に、のちにマࢨリࢼードと呼ばれるようになるᨻ治

的パンフレット㢮の出版がቑ大したことをきっかけに、ᐓ相マࢨランは༳ๅ物の取り

締まりに着手した。ルイ 14 世の親ᨻがጞまる前には、出版統制権は⋤の権力下に集中

するようになっていた。取り締まりの対象となったものには、正統派カトリッࢡに対

する␗➃の書や཯᐀教的文書、ㄦㅫ文書（libelle diffamatoire）、公安を஘すもの、良俗

を஘すもの、などがある 7。 
ルイ 14 世の死後から༑八世⣖後半にかけて、༏ྡでห行される文書や地下文書の

数はቑ大した。ၨⵚ思想の開花にకい、཯᐀教的文書やᨻ治ဴ学書が⛎ᐦ⿹に出版さ

れた。さらに、リベルタン文学と呼ばれる、放ⷙ（libertinage）を描いた作品も、この

時期に多くห行されている。これらの書物の多くは、オランダやスイスなどの外国で

ห行されフランス国ෆに流入した。「リベルタン（libertin）」とは、ラテン語の「liberti」
や「libertinus」を語※とし、もともとは「解放ያ㞔とその子ども」を♧し、解放・自

⏤という二㔜の意味を持つ語であった。༑七㹼༑八世⣖の㎡書には「libertin」の様々

な解㔘が୪び、この語に単一の意味を与えるのは困難であるが、それらの中でもとり

わけ㔜要視されているのが、キリスト教に対する཯発的ែ度と「快ᴦ主義」に㛵わる

ものである。現代の㎡典の多くは、リベルタンの語意を、「放ⷙ者」「無⚄論者」、そし

て༑七世⣖の思想の流れの中であらゆる᐀教的教義にᅃわれない「自⏤思想家」を指
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したと指᦬する 8。おそらく、キリスト教思想からの㐓⬺から、性的ࣔラルもྵめた

キリスト教的道徳規範からの解放へと、意味が変化していったものと推 される。リ

ベルタン文学の視点は多様であり、ᜊ愛の自⏤をㅻうもの、快ᴦを再ホ౯するもの、

ャンス౳ࢪスの作品のように社交⏺の駆け引きを描いたもの、ダル࢕レビࣚン・フࢡ

∖の『女ဴ学者テレーズ』のようにဴ学的自⏤と身体の自⏤とを㛵連付けたもの等々

が存在した。 
 ここで、権力者たちの性へのὀ目の理⏤、つまりᨻ治と性の結びつきを明らかにす

るために、༑八世⣖に༏ྡで著された作品を幾つかཧ照してみたい。1721 年にア࣒ス

テルダ࣒で༏ྡห行されたࣔンテスキࣗーの『ペルシア人の手⣬』は、パリをゼれた

ペルシア人のࣘズベࢡと཭人リカがᨾ㒓をጞめとする各地の཭人や知人たちと交わし

た書⡆の集成というᙧで、ルイ 14 世の晩年からᦤᨻ時代のフランス社会やᨻ治制度、

᐀教ᨻ⟇や風俗等を風刺的に描き出した。リカはその手⣬の中で「この⋤（㸻ルイ 14
世）は೧大な魔ἲ使いです。その支配力で⮧下たちの心までᕥྑするのです 9」とし

て、フランス国⋤の権力の⤯対性を語る。ࣘズベࢡも「国⋤は、非常にᕦみに人を服

従させるཿᬛを持っていると言われております 10」として、リカと同様の感想を♧し、

さらにそのᨻ治のやり方を「東洋的ᨻ治」に㢮ẚさせている。 
 
  彼（㸻国⋤）は同様のཿᬛで、自分の家族、ᐑᘐ、国家を治めています。世⏺の

あらゆるᨻᗓのうちで、彼はトルࢥのそれか我がᑛきスルタンのそれを最も好んで

おり、東洋式ᨻ治をホ౯していると、度々きいています 11。 
 

ࣘズベࢡはまた、ペルシアのハレ࣒に残してきたᑋጲロࢡサーࢾにᐄてて、フラン

ス女性のៅみのなさを報࿌している。彼女たちは決定的に身を持ちᔂすことは少ない

にしても、「快ᴦへの⤯え間ないḧồに支配されている 12」とし、それに対してロࢡサ

ーࢾが「この心和む㞃れ家（㸻ハレ࣒）13」においてៅみ深く暮らしていることを、

彼は好ましく思っている。しかしࣘズベࢡの考えに཯して、ハレ࣒の⛛ᗎは஘れてい

き、物語はロࢡサーࢾの恨みの手⣬と服ẘ自殺によってᖥを㛢じる。ルイ 14 世やスル

タンの専制性について語るࣘズベࢡは、自分もまたハレ࣒において専制的支配を行っ

ていることを理解しておらず、ロࢡサーࢾとᜊをしていると⊂りよがりに信じこんで

いる。㈆ῄだと思われていたロࢡサーࢾの不㈆は、彼自身が␲問を持つことすらなか

った権力構㐀への᢬ᢠである。ミシ࢙ル・ドࢗロンは「オリエントの題ᮦはᨻ治と性

における⤯対的支配の୪行を可能にする 14」と㏙べている。つまり、ハレ࣒の構㐀と

ᨻ治における専制的な支配構㐀とは୪べて対ẚされ、ᨻ治と性、あるいはᐑᘐと性の

イメーࢪは結びつくのである。 
ドロの『おしゃべりな宝石』は、彼のྡをఅせて、1748࢕ࢹ  年にア࣒ステルダ࣒で

ห行された。物語は世⏺⣖元 1500 ඙ 320 万 1 年のࢥンゴ⋤国のバンࢨを⯙台とすると

いう、㏵方もない設定でጞまる。新国⋤マンゴࣗࢠルは、ᐑᘐの上流፬人をはじめと

して様々な階級の女性の性㐢歴を࿌ⓑさせることのできる、魔ἲの宝石を手に入れる。

彼はその指輪を使ってみた結果、多くの女性の不㈆を知ることとなる。ロࢡサーࢾと
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は཯対に、マンゴࣗࢠルのᑋጲは彼に㈆節であることが最後に判明する。ᐑᘐの性風

俗のこうした㢘ᗫぶりの描写は、小説の中心的な題ᮦとなっているが、その一方で、

。ードも、この作品には཰められているࢯࣆンゴの社会事情や様々な制度を描くエࢥ

『おしゃべりな宝石』がルイ 15 世の時代の風⣖஘れる社会状ἣを、⓶肉をこめて風刺

したものであり、ࢥンゴ⋤国がフランスを、バンࢨがパリを、マンゴࣗࢠルがルイ 15
世、ᑋጲが࣏ンパドࢗール夫人を指していることは、当時の読者には明らかであった。

『おしゃべりな宝石』はห行後数カ月で 6 回も版を㔜ねるほどの人気を博し、ここで

もᐑᘐと性、社会風刺の結びつきがいかに興味をចきつけるものであったかを、うか

がい知ることができる。 
 こうした社会風刺や批判的な㤶りを⁻わせる文書や文学は、すでに革命的意ᅗをも

って書かれていたのだろうか？ ┤᥋的にはそうではない。具体的に民⾗に武力⻏起

をồめたり、君主制のᗫ止をッえたりする記㏙は、これらには見られなかった。同時

代の『ἲの精⚄』（1748）をጞめとするᨻ治ဴ学書や思想書についても同様であり、フ

ランス革命の思想的土台になったとは言えても、革命を説くものであったとは言えな

い。だが、ᐑᘐの㢘ᗫぶりを公に♧すことは、その権ጾの失ቒに⧅がるものではあっ

た。 
革命ຨ発が間近に㏕った 1778 年に、ボーマルシ࢙は᭷ྡなᡙ曲『フ࢕ガロの結婚』

を書き上げた。これは、アルマࣦ࢕ーࣦァ伯∖に仕える家⮧フ࢕ガロの結婚式をᕠる

様々な事件を通して、貴族の横暴さを痛Ⅿに⓶肉ったᡙ曲として知られている 15。つ

まり、快ᴦの追ồは、出自のみを根ᣐとする権力の理不尽な行使と⧅がる時に、非難

されるのである。ྊ使のチ嫁に下心を抱き、結婚のチ可を㣵にして初夜の権฼を奪い

取ろうとする伯∖はまさに、ふしだらさと権力の℃⏝とを結びつける悪しき貴族の見

本である。国⋤ルイ 16 世は、この作品に༴機感を抱き、上₇と出版を⚗止した。だが、

貴族の中には、いずれ自分たちに非難の▮が向けられるだろうことに、まだ気が付い

ていないものたちがいた 16。ᐑᘐから⢔Ύされたことにより、『フ࢕ガロ』は༷って人々

の好ወ心を↽った。⋤室付主席次女カンパン夫人の『回想録』は、このᡙ曲が貴族の

社交サロンやカフ࢙でᮁ読され、非常なホ判を呼んで、作品上₇の後押しをしたこと

を教えてくれる 17。 
 
２．࣐ࣜー㸻࢔ント࣡ࢵࢿトへのᢈุ―ࠗシࣕルࣟとト࣡ࢵࢿトのᜊ࠘ 

 
アンシャン・レࢪー࣒の終↉が近づくにつれ、大貴族や⋤族を描いたスキャンダラ

スな中編小説の流通は⃭化していく。㢖⦾に攻撃の対象になったのは、ルイ 15 世、そ

の公጖のࣗࢹ・バリー夫人、ルイ 16 世、そしてマリー㸻アントワネットである。特に

外国人の⋤ድに対する攻撃は、非常に厳しいものであった。首飾り事件 18や義ᘵアル

トワ伯とのშなど、彼女のᩛはその品行の悪さをあげつらうためのᮦ料に事欠かなか

ったが、それらの中には、流言飛語の㢮も多分にྵまれていた。彼らの私生活は、真

実もბも༑ᢕ一⤡げに㓶聞として大々的に႖伝され、彼らの社会的制⿢へと⧅がって

いった。 
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ここでフランス革命前後の、マリー㸻アントワネットに㛵する中യ文を見ていきた

い。『シャルロとトワネットのᜊ』は 1779 年にห行され、著者はボーマルシ࢙とも言

われているが、真ഇは不明である 19。この短いパンフレットは、シャルロつまり⋤ᘵ

アルトワ伯と⋤ድとの不㈆のᜊを描いたものである。ルイ 16 世の性的不能は、当時、

広く知られており、この文書においても、彼はጔを満足させることのできない情けな

い国⋤として描かれている。こうしたᙅ々しい描かれ方は、ルイ 14 世のᐑᘐにおける

ᜊ愛を扱った、ビࣗシー・ラビࣗタンの『㞞なフランス』とẚ㍑すると㢧著である。

様々な女性と浮ྡを流したルイ 14 世を表すために、この物語の中では「೧大なる⋤（le 
grand roi）」という表現がところどころで使われていた。ᜊ愛スキャンダルが⋤のྡ声

をയつけることにならなかった太陽⋤の時代とẚべて、㛻房事情がლ笑の対象となる

革命前夜の国⋤の権ጾの⾶えは明らかである。 
『シャルロとトワネットのᜊ』には目をひくことが二点存在する。一つ目は、文学

的に表現されてはいるものの、⋤ድの身体のᙧែ描写がしっかりとなされているとい

う点だ。ここで思い出されるのが、サド౳∖の『ࣗࢪリエット物語または悪徳のᰤえ』

にⓏ場する࣏ࢼリ⋤ድシャルロット（アントワネットの実のጜ）の㛻房場面との㢮ఝ

性である。࣏ࢼリ⋤ድの身体描写も『シャルロとトワネットのᜊ』にఝ通って、ᙧែ

や器質に言及したものとなっていた。サドは「この素描は実物に基づいている 20」と

いうもっともらしいὀをつけているが、彼が実際に⋤ድの㛻房に入ったという事実は

まったくなく、これがᕰのゴシップをཧ考にしたものか、あるいは想ീの産物である

ことは☜かであろう。 
二つ目は「呼び㕥（sonnette）」という小道具の使い方である。パンフレットは、シ

ャルロとトワネットの愛の営みが、駆けつけてきたྊ使たちによって繰り返し邪魔さ

れる様子を、面ⓑおかしく描いている。シャルロはᛣり、⋤ድはჃいて、二人は原ᅉ

を探し出そうとヨみる。 
 

彼らの⇕情を邪魔していたもの͐͐それは࿚われた呼び㕥のリボンだ 
 リボンの房が 
 昼間のこれらの出来事の 
 ࿚われ、悪意に満ちた原ᅉだ 
 それは 2 つのࢡッシࣙンに挟まれていた͐͐21 
 
 身体の動きが⫈覚を通じて、௚者に伝えられるという設定は、リベルタン文学の中

にしばしばఝ通った表現を見出すことができる。例えば、ࣗࢠイラール・ド・ࢭルࣦ

ーネの『㕥、あるいは࢕ D㸨㸨㸨౳∖の回想録』（1749）をཧ照してみよう。౳∖は彼

の࿘囲で行われる様々な情事を、それࡒれの寝台に結びつけた「㕥（sonnettes）」の音

を通してᴦしんでいる。 
  
  ௚から隔たったこの部屋は、౳∖のものでした。࿘囲に置かれた㕥にはᮐが付け

られ、寝室を使⏝している女性たちのྡ前が書かれていました。音ははっきりとし
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ていて、夜の㟼ᐢの中で和音をዌでます。それらの変化や様々なぶつかり合いが大

ᒙ心地よいカリࣚンを作り出すため、愛の讃歌を⫈いているかのようでした。音は

それを生み出す運動を鮮明に伝えており、最初は規๎正しく、続いて性急になり、

┤後に一体化し、それからよりはっきりと聞こえ、㏿度を落として段階的に止まり

ました 22。 
 
 『シャルロとトワネットのᜊ』もまた、「呼び㕥の大きな音が、㝡㓉を₃らす 23」と

しており、呼び㕥の音が身体運動を暴㟢する様子を描いている。表現の㢮ఝ性は明ら

かである。このパンフレットは情けない国⋤をからかい、また「⋤子や国⋤たちはす

ぐに性愛に㉮る 24」として、ᐑᘐの性生活の஘れぶりを᥾ᥟしているのだが、一方で

そこにはまだᨻ治への言及は見られない。ෆᐜは性愛の描写に集中しており、呼び㕥

の⣣の失ᩋ談は、ᛣりよりもむしろ笑いをㄏうものである。意見書というよりは、『㕥』

や『ࣗࢪリエット物語』のようなリベルタン文学との共通点のほうが、むしろ色⃰く

読者に༳象づけられるのである。 
㛵㇂一ᙪは『シャルロとトワネットのᜊ』を、⋤ድの⑵情を書いたもう一つのパン

フレット『ルイ 16 世のጔであるマリー㸻アントワネットの色情≬』（1791）とẚ㍑を

し、前者が性愛行Ⅽの描写のみに留まっているのに対して、革命後に書かれた後者は

不義の子の存在、つまり⋤太子の血筋の正統性にまで言及していることを指᦬する 25。

さらに言えば、前者は㎞うじて「ᜊ」の物語のᯟෆに留まっているが、後者は⋤ድと

」数の相手との情事を♧၀しており、話の主題は身分の高い者同士のᜊ愛（不義では

あるが）から、⋤ድの身持ちの悪さを強調するものへと変化している。革命を経て、

中യ文のෆᐜはより㎞㎥で、対象者のྡ㄃をയつけ、༳象をᦆねようとするものにな

り、さらにಶ人同士のᜊ愛を越えて、国家的な問題へと変質したのである。 
二つのパンフレットの間の、「ᜊと性愛の物語」から、「不義の結果たる子供のㄌ生

と国家の問題」へという変化は、同時期にリベルタン文学にゼれた༴機と呼ᛂしてい

る。中世的なキリスト教⚗ḧ主義がᙅまった༑八世⣖に、ᐶᐜするにせよ、風刺のᮦ

料にするにせよ、快ᴦの追ồについて人々は積極的に語った。放ⷙを好んで主題とし

たリベルタン文学が┒んになったのも、まさにこの時期であった。だが、ルࢯー的道

徳観、言い᥮えれば近代的道徳観が成立していくにしたがって、快ᴦの追ồに代わっ

て国家のためのよき市民（citoyen）をなすことと、「放ⷙのෑ㝤㆓」に代わって「父性

と母性や家族の物語」とが語られるようになった。つまり、アンシャン・レࢪー࣒の

終わりは、放ⷙについて語る文学の終わりでもあったのだ。例えば、革命┤前に書か

れた『フ࢕ガロの結婚』は、権力を悪⏝する貴族のഫ៏なḧ望は厳しくྰ定している

が、「小さなリベルタン（petit libertin）」と呼ばれる小ጣシ࢙リࣗバンの思春期のとき

めきについては、ᚤ笑ましいものとして一㈏してᐶᐜなែ度を取っていた。だが、同

作者によって革命後に著された続編『⨥ある母』（タイトルがすでに母親という役割に

言及している）では、主題は、不義の結果生まれてきた子どもたちと、両親たちの⨥

のൾい、そしてブルࣙࢪワ的な家族の物語に変わっている。 
あるいは、1787 年から 1790 年にかけて出版された、ࢪャン㸻バテ࢕スト・ルーࣦ
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࢙の㥽士フ࢛ーブラをᕠる一連の物語に目を向けてみよう 26。フ࢛ーブラについては

「最後のリベルタン」としてしばしば語られてきた。出自にもᐩにも恵まれたⱝ者フ

࢛ーブラはパリの社交⏺で手ほどきをうけ、次第に放ⷙ児へと成長していく。彼はど

んなㄏ惑をも᧕ねつけることなく、女性たちと情事を㔜ねるが、その後半生はᡴって

変わって苦難に満ちたものなる。革命後に書かれた第三作の中で、彼は⑂労と病気に

ᡴちのめされる。革命前の活力に満ち⁄れたリベルタンぶりは、見る影もなくなって

いる。 
こうしてリベルタンたちは、⣬面から姿を消し、放ⷙを「⨥」とㄆ識するブルࣙࢪ

ワ的道徳がその後を席巻した。シ࢙リࣗバンやフ࢛ーブラのようなⱝ者ീはᐶᐜ的に

は描かれなくなり、近代以後はわずかにその片㫣を、『ゴリオ√さん』のラステ࢕ニャ

ッࢡや『感情教育』のフレࢹリッࢡに留めるばかりとなる。こうした状ἣと୪行して、

⋤族や貴族に㛵する文書についても、『シャルロとトワネットのᜊ』に見られたような

リベルタン文学的要素は次第に影を₯め、代わって「国家」に対するᨻ治的な㈐任の

追及が問題となっていくのである。 

 

３．㠉命ᚋ、ࠗ フࣛンࢫのᅜ⋤たちの≢⨥ 、࠘ࠗ フࣛンࢫの⋤ድたちの≢⨥࠘ 
 
 ルイ 16 世とマリー㸻アントワネットに㛵する言説のഴ向は、革命以後、どのように

変化したのだろうか？ ここでルイ㸻シャルル・ド・ラࣦࢥ࢕ンテリの『ࢡローࣦ࢕

スからルイ 16 世にいたる、フランスの国⋤たちの≢⨥』（1791）とルイ・マリー・プ

リࣗド࣒の『君主制のጞまりからマリー㸻アントワネットにいたる、フランスの⋤ድ

たちの≢⨥』（1792）をཧ照してみよう。 
ラࣦࢥ࢕ンテリが革命派であることは、彼の著書のタイトル（ླྀ事詩『自⏤』（1789）、

『人民と国⋤たち』（1790）、『国民㆟会における人民のㅖ権฼』（1791）など）を見れ

ば明らかである。『フランスの国⋤たちの≢⨥』の成ຌは、彼を過⃭な方向へとさらに

突き進ませ、引き続き著ྡ人たちの≢⨥を書き連ねた書物（『ペテロから࢘ࣆス 6 世に

いたる、ἲ⋤たちの≢⨥』、『ロタール 1 世からレオ࣏ルド 2 世にいたる、ドイツⓚᖇ

たちの≢⨥』など）をห行させていくこととなる。 
『フランスの国⋤たちの≢⨥』において、ラࣦࢥ࢕ンテリは、ࢡローࣦ࢕ス以来の

歴代の君主たちの暴力を一つ一つ᳨ウする。「ルイ 16 世が、国⋤であれば皆がくわれ

る࿚いから逃れられるのか、それともᤕらえられるのかを᳨ウしてみよう 27」と彼は

㏙べる。つまり、この本は国⋤という地位にある人物の≢⨥性を、前ᥦとしてᇳ筆さ

れているのである。この書物の中では、ルイ 16 世の私生活について、さらにいえば彼

の㛻房におけるᙅさについては、ほとんどゐれられていない。彼に㛵する記㏙はᚭ底

して、ᨻ治的な批判となっている。ᐑᘐのᾉ費については、はっきりと指᦬され、そ

れは国⋤ばかりではなく、マリー㸻アントワネットとその取巻きを批判するෆᐜにも

なっている。「㈈ᨻは、ᐑᘐのᾉ費のせいで、かなり前からჃかわしい状ែにあった 28」。 
ラࣦࢥ࢕ンテリは、革命期の出来事をそれが起きた日付とともに㎺っていく。彼は

国⋤に「tu」と呼びかけ、親⿢座の主ᙇ、オルレアン公ルイ㸻フ࢕リップ 2 世との対
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立、人権ᐉ言や⪷職者基本ἲのᣄྰなどについて、手厳しい意見を㏙べる。文章中で

使われている語は、ところどころで大ᒙ扇動的である。「これは市民の⋤の行Ⅽなのか、

それともこの上なく高ᅽ的なスルタンの行Ⅽなのか 29！」と、彼はッえかける。『ペル

シア人の手⣬』で見たように、東洋的な例を引くことには、専制君主の⤯対的な支配

ぶりを読者にイメーࢪづける効果がある。「市民の⋤」と「スルタン」という対ẚは、

⋤が後者であるとໝわせ、その横暴さを際立たせるのに役立っている。 
国⋤がもっとも非難されることとなった出来事の１つに、1792 年のࣦァレンࢾ逃ஸ

事件がある。これは国⋤一家がパリを⬺出し、国ቃ近くのࣦァレンࢾで㐊ᤕされた事

件であり、国⋤が国をᤞてようとしたというㄆ識を民⾗に抱かせ、その権ጾの大きな

失ቒに⧅がった。ラࣦࢥ࢕ンテリの筆もむろん、この件についてᐜ㉧をしない。「つい

にこの༝᛼者で逃ஸ者の国⋤はパリへ連れᡠされた 30。」「彼の返答は、ཌかましくも

ഇ㐀旅券を⏝いたものにふさわしくペテン（impostures）の連続であった（␎）31。」

こうして、使われる語は次第に過⃭になっていく。国⋤や⋤ድの取巻きを表す言葉と

して、「྾血㨣（sang-sues）」「኎国ያ（traîtres）」「悪党（scélérats）」などが文章中にᩓ

見される。国⋤とᐑᘐ人たちは、罵りの言葉でもって㈘められ、その地位から引きず

り降ろされるのである。 
祖国をஸ命し、外国であるオーストリアに᥼助をồめようとした国⋤の裏切り行Ⅽ

を࿌発するにあたって、ラࣦࢥ࢕ンテリはカロリンࢢ朝の下ロートリンࢤン公シャル

ル（ルイ 4 世のᜥ子）とࣘーࢢ・カペーとの対立、つまりカペー朝の成立時の事件を

引き合いに出す。 
 

もしフランス人たちが、彼にロートリンࢤン公位を授けたⓚᖇ（㸻オットー2 世）

の好意をồめたがために、ルイ・ドࢗトラメール（㸻ルイ 4 世）のᜥ子のシャルル

を⋤座から追い落としたのならば、外部の᥼助をồめたがために、フランス人たち

が彼の失⬮をᐉ言したのならば、（␎）より当然のことながら、どれほどルイ 16 世

は⨥深いのだろうか 32？ 
 

八世⣖近く前の事例を根ᣐにする論᪨は、強引さを感じさせる。ラࣦࢥ࢕ンテリは

時系列にἢって国⋤の「≢⨥」を明らかにしていくが、その書き方には強い᜛意性、

あるいはወጁな必死さが⁻っている。国⋤᩿⨥の「正統性」が、あらん限りの例をᥦ

♧して主ᙇされているのである。ࣦァレンࢾ事件については、彼の別著書である『ペ

テロから࢘ࣆス 6 世にいたる、ἲ⋤たちの≢⨥』でもゐれられているが、その記㏙に

は⹫ഇが⣮れ込んでいる。ラࣦࢥ࢕ンテリはἲ⋤にも「ഇၿ的な（hypocrite）」「残ᚸ

な（barbare）」といったᙧᐜモを付して、そのイメーࢪを最悪のものに㈘めた上で、

さらに国⋤の逃ஸの成ຌを信じたἲ⋤がルイ 16 世を⚃⚟したという、あり得ないෆᐜ

まで付けຍえている。 
 
  このഇၿ的で残ᚸなἲ⋤が、フランス国民全体の意ᚿに཯する者たちを受け入れ

たことは、᭷無を言わせず、彼が国家のᩛであることをド明している。（␎）彼は
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ルイ 16 世の逃ஸがうまくいくと信じて、彼を⚃⚟した。彼は国⋤を暗黙のうちに、

彼が流させた血の㏟りによって、⚃⚟したのだ 33。 
 

཯国⋤派であることと、革命への㈶同をこうしてはっきりと♧したラࣦࢥ࢕ンテリ

は、1792 年 9 月に、国民公会の㆟員に選出された。そして、⩣年のルイ 16 世の⿢判

において、そのฎฮに⚊をᢞじた。 
次に、ࢪャーࢼリストであったルイ・マリー・プリࣗド࣒の『フランスの⋤ድたち

の≢⨥』に目を向けてみよう。この書物が描き出すマリー㸻アントワネットീは、お

およそは、これまでの世論のとおりの、㉕沢好きで色情的な女性である。そのᐜ姿に

ついては、数々のパンフレットが࿌げてきたように⨾しく、上品であるとされ、決し

て⨾男子ではなかったルイ 16 世との不㔮り合いな対ẚが描かれる。『シャルロとトワ

ネットのᜊ』のような、あるいはリベルタン文学が行ったような器質的描写はもはや

なされない。とはいえ、彼女の本性は「㍍⋡」とも「放ᇞ」とも訳すことのできる

「légéreté」という言葉で表されている。例えば、ᡝෙ式のためにランスをゼれた際に、

彼女は「彼女の行動の㍍⋡さ（légéreté）についてルイ 16 世が行った່࿌にも㛵わら

ず」、作者不詳の๻を上₇させたのだが、それは「バッカスのᕩ女たちの஘⑵気騒ぎに

ఝていなくもなかった 34」とされる。さらに彼女は「㉕沢に୪外れた愛を抱いていた」

が、「ルイ 16 世は彼女の出費を減らすようとも言いᙇったのだった 35」。国⋤はጔにẚ

べると、ᐶᐜできる感覚の持ち主であるとᤊえられている。 
 

我々は、どれほど⋤ድたちがለ落していて、༝しい好みを᭷していたかを教えて

くれる一ぴ表を㎺ってきた。だが、マリー㸻アントワネットがこれらの仲間たちを

しのぎ、フランスのᐑᘐを、それまで全面的には広がっていなかった放ⷙでởᰁし

たというのは、果たして本当だろうか 36？ 
 
彼女の放ⷙとその結果としては、『シャルロとトワネットのᜊ』や『ルイ 16 世のጔ

であるマリー㸻アントワネットの色情≬』と同様に、アルトワ伯をጞめとする相手た

ちとの不義のᜊや、⋤太子がᎠ出児ではない可能性について、ここでも取り上げられ

ている。ただ、プリࣗド࣒はアントワネットのᜊ愛について、「私はそれが通常の㐓⬺

でしかないのに気付いた 37」と㏙べる。☜かに⋤ድのふしだらさを指᦬する記㏙は多

いのだが、それが彼女を㈐めるもっとも㔜い理⏤とはなっていない。さらに、興味深

いのが、プリࣗド࣒は⋤太子の血筋について、さほど㔜要視してはいないことである。

「アントワネットが体面を㔜んじるか、ở㎯の中を転げまわるかということは、国全

体にとってどうでもよくはないか？ 彼女の子供たちの出自がᎠ出かそうでないかは、

かまわないのではないのだろうか 38？」と彼は考える。大事なのは、⋤太子の生まれ

たഅ然がどのようなものであれ、彼を「一市民（un citoyen）」に育てあげることであ

る。 
プリࣗド࣒が追ồするアントワネットの⨥はむしろ、ᨻ治的なものであり、ここで

もࣦァンࢭンࢾ事件について語られている。「しかし、アントワネットにはより㔜く、
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恐ろしく、チしがたい⨥がㄢせられる。我々は彼女が、フランスを≛≅にするために、

兄であるࣚーࢮフ 2 世と結んだᐦ⣙によって非難するのである 39」。 
 
 だが、プリࣗド࣒は⋤ድの⨥を数え上げながらも、世論の声を㬼࿐みにすることに

対して、わずかにためらいを見せる。「彼女は、㈇わされた多くのⅹ༳の、៮悪や㍍⶜

に್するのだろうか 40？」と作者はᑜねる。「彼女に㈇わせたものについて、いかなる

ドᣐも得られてはおらず、᠈ に頼っているだけなのだ 41」。さらに以下の記㏙は、世

論の⿢きに対する彼の␲問と㏞いをはっきりと♧している。 
 

今日、世論の⿢きのみにጤねられ、判決を下されたアントワネットは、ᕫの良心

において、すべての国民が思っているよりも⨥はなかったのか、あるいはもっと⨥

深かったのかを၏一知ることができるのだ 42。 
 
 『フランスの⋤ድたちの≢⨥』の最後のパラࢢラフは、次の文章でጞまっている。 
 

アントワネットよ！ỢのみがỢを⿢けるのだ。Ợのみが、国民にどの⛬度៮む権

฼があるのかを、自身に言うことができるのだ 43。 
 
 このような姿ໃが、ラࣦࢥ࢕ンテリとプリࣗド࣒との決定的な違いである。前者は

国⋤の᭷⨥性を前ᥦとし、それを「ド明する（prouver）」ための事例をかき集め、過

⃭な言葉を使って世論をㄏ導する。一方、後者は、アントワネットをはじめとする⋤

ድたちが無実だとは考えてはいないものの、世論に基づいて᩿⨥することに、☜ドを

抱いているわけではない。こうした㌋㌉いを཯映するかのように、プリࣗド࣒は後に

『フランス革命の間に౵された過ちと間違い、⨥の、全⯡的かつ公正な歴史』（1797）
と『᭷徳なルイ 16 世の私的およびᨻ治的生活史』（1814）を出版し、革命に対してៅ

㔜な姿ໃを♧した。 
 
 わりに࠾
 

キリスト教的⚗ḧ主義がᙅまった༑八世⣖に、快ᴦの追ồは様々な分野で花開いた。

例えば、快ᴦの⫯定と人間身体へのὀ目は、ဴ学においては၏物論を発ᒎさせた。あ

るいは、ᐑᘐ生活においては、ᦤᨻオルレアン公フ࢕リップもルイ 15 世も、自分たち

の放ᇞさをまったく㞃そうとはしなかったし、彼らに範をồめた貴族たちも数多くい

た。ᐑᘐの風⣖は、急⃭に自⏤化した。同じ頃、༏ྡでห行される文書や地下文書の

数はቑ大し、そのうちには✀々様々な放ⷙを描いたリベルタン文学も多くྵまれてい

た。これらの発現は஫いに㛵連しあっている。 
フランス革命は、それまで不当に権力を握っていた階級に対する㜚தであり、自⏤

と平等とを実現した革命であったとしばしば言われる。だが、国⋤や⋤ድ、貴族たち

に対する批判的な視線は、当初から革命的意ᅗを明☜にᖏびていたわけではなかった。
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真実と⹫ഇの両方を取り交ぜた、彼らの私生活のスキャンダラスな暴㟢は、リベルタ

ン文学的な要素を多分に持ち、当時の人々を喜ばせると同時に、支配階級にᒓする者

たちの権ጾを引き下げるものでもあった。 
だが、新たな近代道徳が成立すると、快ᴦの追ồは大々的には㈹㈶されなくなり、

リベルタン文学も次第にᗫれていった。近代道徳はブルࣙࢪワ的な家族構㐀を基盤と

しており、性衝動ではなく、その結果たる子供を国家のよき市民へと育てることが語

られるようになっていった。そして性的な放ᇞさは、旧体制の不道徳性のドとして、

アンシャン・レࢪー࣒のྡ士たち、その中でもとりわけ⋤ድをᨻ治的に攻撃する際の

根ᣐとして⏝いられるものとなったのである。 
 

1 Edmund Burke, Réflexions sur la Révolution de France (1790), A. Égron Imprimeur de S. A. R. 
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